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１．提言等関係

提案1

提言「超高齢社会のフロント
ランナー日本：これからの日
本の医学・医療のあり方」に
ついて日本学術会議会則第２
条第３号の「提言」として取
り扱うこと

臨床医学委員
会委員長

別添1 　臨床医学委員会老化分科会におい
て、提言を取りまとめたので、関係機
関等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※第二部査読

大島伸
一委員
長、荒
井秀典
幹事

提案2

提言「農林水産業への地球観
測・地理空間情報技術の応用
－持続可能な食料生産と環境
保全－」について日本学術会
議会則第２条第３号の「提
言」として取り扱うこと

農学委員会委
員長、食料科
学委員会委員
長

別添2 　農学委員会・食料科学委員会合同
農業情報システム学分科会におい
て、提言を取りまとめたので、関係機
関等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※第二部査読

野口伸
委員
長、齊
藤誠一
幹事

提案3

提言「医学教育における放射
線の健康リスク科学教育の必
修化」について日本学術会議
会則第２条第３号の「提言」
として取り扱うこと

臨床医学委員
会委員長

別添3 　臨床医学委員会放射線防護・リス
クマネジメント分科会において、提
言を取りまとめたので、関係機関等に
対する提言として、これを外部に公表
したいため。
※第二部査読

神田玲
子幹事

提案4

提言「震災復興原則を踏まえ
た環境政策・環境計画の新た
な展開」について日本学術会
議会則第２条第３号の「提
言」として取り扱うこと

環境学委員会
委員長

別添4 　環境学委員会環境政策・環境計画
分科会において、提言を取りまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第三部査読

花木啓
祐副委
員長

提案5

報告「東京電力福島第一原子
力発電所事故によって環境中
に放出された放射性物質の輸
送沈着過程に関するモデル計
算結果の比較」について日本
学術会議会則第２条第４号の
「報告」として取り扱うこと

総合工学委員
会委員長

別添5 　総合工学委員会原子力事故対応分
科会において、報告を取りまとめたの
で、関係機関等に対する報告として、
これを外部に公表したいため。
※第三部査読

柴田德
思幹事

提案6

報告「数理科学と他分野科
学・産業との連携」について
日本学術会議会則第２条第４
号の「報告」として取り扱う
こと

数理科学委員
会委員長

別添6 　数理科学委員会数学分科会におい
て、報告を取りまとめたので、関係機
関等に対する報告として、これを外部
に公表したいため。
※第三部査読

楠岡成
雄委員
長

提案7

提言「ビックデータ時代にお
ける統計科学教育・研究の推
進について」について日本学
術会議会則第２条第３号の
「提言」として取り扱うこと

数理科学委員
会委員長

別添7 　数理科学委員会数理統計学分科会
において、提言を取りまとめたので、
関係機関等に対する提言として、これ
を外部に公表したいため。
※第三部査読

竹村彰
通委員
長

提案8

提言「社会的包摂：レジリエ
ントな社会のための政策」に
ついて日本学術会議会則第２
条第３号の「提言」として取
り扱うこと

社会学委員会
委員長、経済
学委員会委員
長

別添8 　社会学委員会・経済学委員会合同
包摂的社会政策に関する多角的検討
分科会において、提言を取りまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

阿部彩
副委員
長、大
沢真理
委員
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提案9

提言「これからの労働者の心
の健康の保持・増進のため
に」について日本学術会議会
則第２条第３号の「提言」と
して取り扱うこと

基礎医学委員
会委員長、健
康・生活科学
委員会委員長

別添9 　基礎医学委員会・健康・生活科学
委員会合同パブリックヘルス科学分
科会において、提言を取りまとめたの
で、関係機関等に対する提言として、
これを外部に公表したいため。
※第二部査読

川上憲
人委員

２．国際関係

提案10

平成26年度代表派遣に係る配
分計画及び実施計画の変更並
びに会議派遣者の決定につい
て

会長 別添10
(1～4）

　平成26年度代表派遣について、配分
計画及び実施計画を変更するととも
に、派遣者を決定する必要があるた
め。

春日副
会長

３．シンポジウム等

提案11

公開シンポジウム「未来を拓
く学術のあり方：教育と研
究」

化学委員会委
員長

別添10
(5～6)

主催：日本学術会議化学委員会
日時：平成26年8月29日(金)13:00～
18:00
場所：岡崎コンファレンスセンター
※第三部承認

－

提案12

公開シンポジウム「東日本大
震災を教訓とした安全安心で
持続可能な社会の形成に向け
て」

地球惑星科学
委員会委員長

別添10
(7～8)

主催：日本学術会議地球惑星科学委員
会地球・人間圏分科会
日時：平成26年9月7日(日)13:30～
17:00
場所：日本学術会議講堂
※第三部承認

－

提案13

公開シンポジウム「―進む少
子高齢化／大都市圏郊外自治
体の構造的危機―」

政治学委員会
委員長

別添10
(9～10)

主催：日本学術会議政治学委員会、同
行政学・地方自治分科会、中央大学経
済研究所
日時：平成26年9月13日（土）13：30
～16：45
場所：中央大学駿河台記念館講堂
※第一部承認

－

提案14

公開シンポジウム「持続可能
な未来のための教育と人材育
成の推進に向けて」

フュー
チャー・アー
スの推進に関
する委員会委
員長

別添10
(11～
12)

主催：日本学術会議フューチャー・
アースの推進に関する委員会持続可能
な発展のための教育と人材育成の推進
分科会
日時：平成26年9月14日（日）13:00～
17:00
場所：日本学術会議講堂

－

提案15

公開シンポジウム「自然史標
本の継承－人類の財産を失わ
ないために今なすべきこと
－」の開催について

基礎生物学委
員会委員長・
統合生物学委
員会委員長・
地球惑星科学
委員会委員長

別添10
(13～
14)

主催：日本学術会議基礎生物学委員
会・統合生物学委員会合同自然史標本
の文化財化分科会、基礎生物学委員
会・統合生物学委員会合同動物科学分
科会、基礎生物学委員会・統合生物学
委員会・地球惑星科学委員会合同自然
史・古生物分科会
日時：平成26年9月19日(金)13:30～
18:00
場所：日本学術会議講堂
※第二部承認

－

提案16

公開シンポジウム「災害に対
するレジリエンスの向上に向
けて」

東日本大震災
復興支援委員
会委員長

別添10
(15～
16)

主催：日本学術会議東日本大震災復興
支援委員会災害に対するレジリエンス
の構築分科会
日時：平成26年9月28日（日）13:00～
17:00
場所：帝京大学医学部本館209教室

－

提案17

公開シンポジウム「ナノ素材
とナノ測定が拓くイノベー
ション」

化学委員会委
員長

別添10
(17～
18)

主催：日本学術会議化学委員会分析化
学分科会
日時：平成26年12月18日(木)13:00～
17:00
場所：日本学術会議講堂
※第三部承認

－
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４．後援

提案18

国際会議の後援をすること 会長

-

　以下の国際会議について、後援の申
請があり、国際委員会において審議を
行ったところ、適当である旨の回答が
あったので、後援することとしたい。

①「科学技術と人類の未来に関する国
際フォーラム」第１１回年次総会
主催：特定非営利活動法人ＳＴＳ
フォーラム
日時：平成26年10月5日(日)～7日(火)
場所：国立京都国際会館（京都府京都
市）
参加予定者数：国外800人、国内300
人、計1,100人
参加予定国数：110ヵ国・地域
申請者：特定非営利活動法人ＳＴＳ
フォーラム　理事長　尾身　幸次

会長

　以下の会議について、後援の申請が
あり、関係する部・委員会に審議付託
したところ、適当である旨の回答が
あったので、後援することとしたいた
め。

①第11回中高生南極北極科学コンテス
ト
主催：大学共同利用機関法人情報・シ
ステム研究機構国立極地研究所
期間：平成26年6月～（募集開始）、
平成26年11月16日（日）（発表会）
場所：国立極地研究所大会議室（発表
会）
申請者：大学共同利用機関法人情報・
システム研究機構国立極地研究所所長
白石和行
審議付託先：第三部

②サイエンスアゴラ2014
主催：独立行政法人科学技術振興機構
期間：平成26年11月7日（金）～9日
（日）
場所：日本科学未来館、産業技術総合
研究所臨海副都心センター、東京都立
産業技術研究センター等
申請者：独立行政法人科学技術振興機
構理事長　中村　道治
参加予定者数：約8,500名
審議付託先：科学と社会委員会

５．その他

提案20

第22期における分科会活動の
総括結果について

各部長 別添10
(19～
37)

　第22期における分科会活動の総括を
行い、第23期における存続の必要性を
検討するため。

各部長

６．委員会関係

提案
20-2

（幹事会附置委員会）
科学研究における健全性の向
上に関する検討委員会
(1)運営要綱の一部改正（新
規設置1件）
(2)分科会委員の決定（新規
１件）

会長 別添10
(38)

　研究健全性問題検討分科会の設置に
伴い、運営要綱を一部改正するととも
に、分科会委員を決定する必要がある
ため。

会長

提案19

国内会議の後援をすること 会長

-

会長
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